
7７

「生徒の探究心を高める環境教育実践
（大和川水系の環境調査)」

大阪市立矢田南中学校井上晴貴
１．槻要

本校は大阪市東住吉区矢田に所在する。大和川

とは歴史的・地理的に深い関わりを持つ。１級河

川の水質調盃では、２年連続汚濁庇の全国ワース

ト１になり、水の汚れを表すＢＯＤは、全国で１

番高い値を示した。1997年の秋には、大和川下流

域でO-157が検出され、子供たちが安心して近

づけない川になっている。環境教育への生徒の探

究心を高め、グローバルな視点で大fIIlllの全体像

をとらえる１ステップとして、大和川の汚染程度

や自然浄化作用を観察や水質調恋を行うことによ

り、大和川の源流の様子を探った。

２．研究の方法と実践のながれ

（１）研究の方法

本校中学２年生を対象に実践を行った。生徒に

大和川の源流のイメージを自由に発想きせた。そ

の後、現地での捌査を行い、スライドを使って実

際の源流の様子を見せた。大和川が汚れる特有の

原因を調べ、源流域の観察結果や水蘭調査から、

川の持つ本来の自然浄化能力を考える

（２）実践のながれ

－次大和川源流のイメージ調斑

二次源流のイメージアンケート返しと源流の

スライドの紹介

生徒の感想、水質調査をふまえた説明

３．結果

（１）大和川上流域の現状

奈良県は北部の奈良盆地、來部の大和高原、南

部の山1111地域の３つにわかれる。東部や南部に降っ

た雨のほとんどは淀川水系や紀ノ川水系に流れて

しまう。奈良盆地には奈良県人l｣の約９割が生活

している。ざらに、大和川に流入するＢＯＤの８

割は家庭から出る生活系排水である。娘上流の源

流域は、県道が通り田が広がり民家が建つ。源流

付近ではすでに生活排水の流入があるが、途中Ｃ

ＯＤが低くなる地域が存在する。

（２）生徒が想像した大和川の源流のイメージ像

(わき水、滝、湖など)自戌な発想を引き出きせた。

４．老寮

降った雨のほとんどは奈良盆地の大和川に流れ

込んでいない。そのため、汚水に対して水iiiが少

ないので川の浄化能力が中・下流域では発揮され

ない。しかし、上流域では、川の持つ自然浄化の

ための水量と生活排水流入のバランスがとれてい

る。さらに最上流に至る途中には、豊かな山と自

然に近い形の川の姿が残り、Ⅱlの浄化のはたらき

を促進している。しかし、大和川源流には、田や

民家が建ちならび、生徒たちが想像していた、渓

谷や１１１の谷から湧き出る水源のイメージからはか

け離れたものであった。

５．おわりに

今回の実践で、生徒が最初のイメージから大和

川水系の上流付近をどのように想像していたかが

わかった。スライドで現実の様子を知ることは、

［1分が思っていたイメージとのギャップを認識し、
自然に目を向け、環境1111題を考え整理さすことに

つながる。そこから今後環境に対し自分たちがど

のような視点に立って考え行動していくのか意識
させたい。…村
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表１初瀬川および周辺地域の水質調査結果
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